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中央区複合庁舎整備事業（設計段階２回目）のバリアフリーチェック概要 

 

 

 

１ 実施日時 

  令和４年９月１２日（月） 

 

２ 事業（施設）名称 

  中央区複合庁舎整備事業 

     

３ チェック時期 

  設計段階（２回目） 

 

４ チェック実施方法 

  オンラインにより実施 

 

５ 事業実施部局 

  市民文化局地域振興部区役所整備担当係 

 

６ チェック実施者 

  札幌市身体障害者福祉協会 ５名 

  札幌市老人クラブ連合会  １名 

   

７ チェック参加者 

  公共的施設のバリアフリー部会委員 ６名  
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８ バリアフリーチェック内容 

 意見 考え方 

１ 【全体】 

人々が滞留するスペースと動線と

して利用するスペースの床材をそれ

ぞれ変更し、区別するなどの配慮が必

要だと思います。 

【全体】 

新庁舎は将来の用途変更に対応可能

なフレキシブルな空間として計画して

いることから、ベンチや家具の配置など

を今後柔軟に変更できるようにするた

め、それぞれのスペースに対応する床材

は統一して整備する予定です。 

２ エスカレーター上は歩かないよう

にしてほしいです。 

歩くことによって、乗っている方の

杖をひっかけたり、白杖を折られたり

するという事故もあるので、横に 2人

が並んで乗れないよう1人乗りにする

ことも良いのではないかと思います。 

1 人乗りへの変更が難しい場合は、

注意喚起をするなど、何かしらの対応

を行っていただきたいです。 

子ども連れの方が横並びでないと安

全性に不安があるなどの懸念があるこ

とから、エスカレーターの幅は 100 ㎝程

度のものを計画しております。 

いただいたご意見を踏まえて、適宜注

意喚起を行ってまいります。 

３ 誘導用ブロックを敷設することで

ベビーカーや車いす利用者の危険に

なることがあるのは理解しておりま

すが、敷設が難しいということであれ

ば室内型の誘導用マットの導入など、

弱視の方などにもわかりやすい配慮

をご検討いただきたいです。 

特に３階は保健福祉課への経路だ

けでもご検討いただきたいです。 

３階については、待合スペースと窓口

カウンターの間に誘導用ブロックを敷

設すると、来庁者の動線が交錯した際に

危険が生じる可能性があるため、本施設

においてはスタッフによる案内などに

て対応するのが安全と考えております

が、いただいたご意見を踏まえて、引続

き検討いたします。 

４ 【案内業務】 

コンシェルジュカウンター、総合案

内、フロアマネージャーの役割の違い

を教えていただきたいです。 

誰に何を尋ねればいいのかがわか

らなくなる恐れがありますので、統一

した名称にするとわかりやすいと思

います。 

【案内業務】 

「総合案内」は施設全体の案内業務を

行うため、1 階に配置する場所とスタッ

フを示しております。 

「フロアマネージャー」は手続きのお

手伝いや障がいがある方へのサポート

などを行うため、３階に配置するスタッ

フを示しており、フロアマネージャーが

通常在席している場所が「コンシェルジ

ュカウンター」です。 

名称の統一化については、いただいた

ご意見を踏まえて、引続き検討いたしま

す。 
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 意見 考え方 

５ 【サイン】 

通路部分に柱があると危険なので

柱をなくしてほしいです。 

また、170 ㎝くらいの高さに突出し

サインがあることがわかるようにし

てほしいです。 

【サイン】 

来庁者の動線上には柱が生じない計

画としております。 

また、施設利用者が歩行時等に突出し

サインへぶつからないようにするため、

突出しサインは200㎝以下には設置しな

い計画です。 

６ 区役所は旅行者の利用が少ないと

想定されるため、多言語表記は過剰で

あると考えております。 

また、多言語表記によって情報量が

多くなり、障がいのある方や高齢の方

に対してサインがわかりづらいもの

になるのではないかという懸念があ

りますが、市として多言語表記に関す

るガイドラインがあるのかを教えて

いただきたいです。 

本市の取組として「外国語表記ガイド

ライン」を作成しており、英語、中国語

及び韓国語をサインなどに表示する際

の統一的な基準として取りまとめてお

りますが、必ずしも多言語表記を行わな

ければならないというものではありま

せん。 

多言語表記を行うかどうかは施設整

備を行う事業実施部局が判断するとこ

ろであり、中央区は本市の中でも外国籍

在住者が多いことから、本施設では主要

な動線に設置するサインについて、多言

語表記を行うことで計画しております。 

また、来庁者がサインによって総合案内

などにたどり着いてからは、スタッフが

目的の場所へ案内するなどの対応を想

定しております。 

一方で、情報量が多くなることで障害

のある方や高齢の方にとってわかりづ

らくなるという懸念があることは理解

しておりますので、いただいたご意見を

踏まえ、必要な情報をわかりやすく表示

する配慮をした上で、建設段階のバリア

フリーチェックにおいてサインのサン

プルを提示し、改めてご確認いただきた

いと思います。 

７ 
【駐車場】 

旧庁舎では駐車待ちが多く見られ

たが、駐車場の台数はどれくらい設け

られていたのかを教えていただきた

いです。 

また、駐車待ちを生じないようにす

るため、新庁舎の駐車場では何台整備

するかを教えていただきたいです。 

【駐車場】 

旧庁舎の駐車台数は40台弱でしたが、

新庁舎では繁忙期の利用台数を想定し、

約 150 台の整備を行う計画です。 

また、歩行者の主動線である敷地東側

道路部分に駐車場の出口を設けること

から、駐車場出口部分には管理員を配置

し、安全に配慮した計画としておりま

す。 

 


